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母�母�母� 広尾漁協女性部長

柏原　絹子さ
ん

この4月に部長になったばかり

で、ほんとうに私がこのような大

役を務められるのか、正直言って

まだ自身はありません。

副部長をしてはいましたが、今

まではただ部長に付いてきていた

だけなので、采配の振り方が分か

らず、反省することばかりです。

年間の主な行事は町のイベント

への参加です。『ひろお・さかな

まつり』や『広尾つつじまつり』

には、ボランティアでトキサケ鍋

を作っています。一番大がかりな

のは12月の『ひろお海鮮山鮮ま

んぷく祭り』への出店で、毛ガに

汁とイカ焼き、ツブ焼きなどを売

っています。毛ガに汁は千人分を

用意するので、早朝下準備の手伝

いには40人ほどが集まります。

研修旅行は2年に1回、行ってい

ます。昨年は知床に行きましたが、

50人ほどの参加がありました。

年に1回ですが、岸壁掃除と漁

村センターの掃除も行っています。

今年はこれまでの行事を無事に

こなすだけで精いっぱいで、新し

いことをする余裕はありません

が、できたらいいなと思っている

ことはあります。

思っているだけで実行に移せる

かどうか分かりませんが、例えば、

救急法の講習会を1年に何回かや

ったら忘れずにマスターできるな

とか、6月と10月の貯金の時に昔

のような地区での集まりを持てた

らいいなとか思います。

部長になって出歩く機会が増え、

これからのコンブ漁の忙しい時期、

家族にも迷惑をかけると思います。

家族や部員に協力してもらっ

て、背中を押してもらいながらみ

んなと共に、楽しい活動をしてい

きたいと思っています。

皆の協力を支えに大役を
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キタムラサキウニ種苗の出荷
本公社の鹿部事業所で5月19日と22日にキタムラ

サキウニ種苗の出荷を行いました。
19日は利尻町の仙法志漁協に15万個、22日は日高

管内の静内漁協と三石漁協に各50万個の合計115万
個を供給し終えました。種苗のサイズは5～10㎜で
昨年から種苗の負担を減らすため、選別をかけずに
大小込みのまま出荷する方法をとっています。
19日、トラックに積まれた種苗は翌朝のフェリ

ーで島に運ばれ、放流されました。静内と三石向
けの種苗は出荷当日、各浜に到着後すぐに放流さ
れました。 （7面につづく）
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二風谷ダムにおけるサクラマスの
遡上・降下実態について（第4報）
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本公社では、北海道開発局室蘭

開発建設部の依頼により、平成8

年度から日高支庁管内を流れる沙

流川のニ風谷ダム（写真１）にお

ける魚類の遡上・降下実態調査を

実施してきました。これまで本紙

面において、二風谷ダムの魚道の

特徴とその魚類の遡上・降下状況

実態調査の実施状況や平成12年

度までの調査結果概要などをご紹

介しました（No.335）。

今回は、平成14年度の調査結

果を加えたこれまでの調査結果概

要と、これまで調査により明らか

になったいくつかの点について述

べたいと思います。

サクラマスは、日高沿岸ではシ

シャモとならび重要な水産資源と

なっています。しかしその資源量

は、河川生活期がサケに比べ長期

間にわたることから、海域よりも

むしろ河川環境の変化による影響

を受けやすいといえます。沙流川

では、ニ風谷ダムから上流のいく

つかの支流が主要な産卵場所とな

っており、ニ風谷ダムにおける移

動通路の良否がサクラマスの資源

維持を大きく左右することになり

ます。そこで、二風谷ダムにおけ

るサクラマスの遡上・降下状況に

ついて調査を実施しています。

平成14年度までの結果につい

てみると、魚道内の遡上トラップ

により採捕されたサクラマス親魚

は、4～13尾の範囲で推移してお

り、平成10年と13年以外は、4

～5尾で推移しています（図１）。

一方、採捕数が多かった平成10

年と13年は、いずれもその前年

のスモルト放流数が60,000尾

（うち標識魚10,000尾）および

40,000尾（うち標識魚20,000

尾）と多かったことから、スモル

トの放流効果が翌年のサクラマス

親魚の採捕数に反映された可能性

があると推測されます。

遡上時期についてみると、平成

8～9年は、全個体8～9月の遡上

であったのに対し、平成10年以

降は5～6月にも遡上が確認され

ています。これは、二風谷ダムの

下流約2km地点に位置した沙流頭

首工が平成10年までに撤去され、

ダム地点まで円滑な遡上が可能に

なったためと考えられます。

以上の採捕結果から判断する

と、これまでのところ、魚道での

採捕数は、少ないながら安定して

推移しており、減少傾向はみられ

ないといえます。

次に降下魚の調査結果について説

明します。降下魚の調査は、海域へ

降下移動を行うサクラマスのスモル

ト（銀毛個体）を主対象魚とし、降

下時期である5～6月に、二風谷ダ
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斜里第一漁協指導漁業士の狩野武

美さんは『食海土Shari企画』のメ

ンバーです。

『食海土Shari企画』は、漁協と

農協の共同組織で、一次産業同士交

流を深め、お互いの流通を利用して

地場産品の普及や地域の活性化を図

ろうと、斜里第一漁協とＪＡ斜里の

役員が集まって1996年に発足しま

した。

「最初の企画は、カラフトマスを

３枚におろし、オホーツクサーモン

とネーミングして弘前に持っていっ

て、産業祭りで売りました。今も毎

年弘前に行き、オホーツクサーモン

のPRをしています」と狩野さんは

話します。

現在、Shari企画が取り組んでい

るのは、サケの内臓を使った魚醤油

の製造で、２年ほど前から試作品を

作り、試食会を開いてアンケートな

どを取っています。

「サケの加工残渣はお金を払って

捨てているわけですが、これを資源

として何とか利用できないかと皆で

考えて魚醤油の案が出ました。試作

品をもとに製品化したいという地元

企業を募集中です」

斜里第一漁協の地元の加工業者は

４軒。水揚げされたアキサケの多く

は、釧路、根室、網走、北見の業者

に引き取られます。

「売りっぱなしなので、少しでも

差別化につなげるため、鮮度や魚体

の取り扱いに気をつけていいものを

出すよう工夫しています」

サケ定置部会では、船に試験的に

殺菌装置の設置を始めました。

ろで、稚貝を獲らずに効率良くヒト

デだけ駆除ができないか、いろいろ

試験して、自分たちの次の代が、ロ

ープの芯をほどいて改良したスター

モップという駆除器具を開発してく

れました。青年部をやめるころだっ

たので一番思い出に残っています。

われわれのころは何をするにも掛け

声ひとつで仲間が集まって、あれや

ろうこれやろうと言えましたが、テ

レビゲームで育った世代にはそうい

うつながりがない。育ち方が違うの

で仕方がないが、もう少し何でもい

いから前向きに動いてほしいです」

それでも最近は、漁師は机の前に

座っているのが苦手だから少しでも

勉強しようと、組合の常務を先生に

一夜研修会を開くなど、少しずつ良

くなってきているのでもう少し頑張

ってほしいと狩野さん。

「自分の信条は有言実行。言った

ことは責任をもって失敗してもいい

からとにかくチャレンジする。たと

えできなくてもいい、やらないで文

句をいうよりやってから文句を言

う。ダメだったらまた、そこから考

えればいいんです」

斜里第一漁協指導漁業士
狩野　武美さん
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失敗を恐れず
チャレンジする

サケの内臓で魚醤油を 信条は有言実行

狩野さんが今やりたいと考えてい

るのは“トレーサビリティ”の確立

です。

トレーサビリティ(traceability)

とは、製品の生産から流通までの過

程が追跡できるシステムのことで、

食の分野では牛肉のBSE問題以降導

入されるようになりました。

「例えば、知床産のサケでも釧路

で加工すれば釧路産のサケとして売

ることができます。今のままでは、

自分の獲ったサケがどういう経路で

売られて消費者の口に入っているの

か分かりません。漁業の世界ではな

かなか導入が難しいと思います。で

も、いずれやるならよそよりも早く

やりたいですね」

斜里の青年部は昔、活動実績発表

大会で全国大会に出場し、農林水産

大臣賞と農林水産祭天皇杯を受賞し

たことがあります。

「ホタテの地播きをやっていたこ

トレーサビリティを
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写真１　ニ風谷ダム

図１　遡上トラップによるサクラマ
ス採捕数の経年変化

二風谷ダムにおけるサクラマスの
遡上・降下実態について（第4報）

写真２　発電用水路と魚道

発電用水路

魚道
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期的にみるとダムの影響が徐々に現

れる可能性も否定できません。その

ため、今後も北海道開発局と協力し

て、より長期的な調査を行っていき

たいと考えています。

ムにおける降下経路と考えられる魚

道、発電用水路、主放流ゲート下流

部にトラップを設置して調査を実施

しています（写真２）。

しかし、発電用水路や主放流ゲ

ート下流部は、魚道に比べ膨大な

流量であるため、降下する全個体

を採捕するのは困難でした。また

天然魚のみを調査の対象とした平

成8年は、採捕数が非常に少なく、

降下経路やその割合等の把握がで

きませんでした。そこで平成9年以

降は、標識を施したスモルト1万尾

を二風谷ダム流入部に放流した上

で調査を実施しました（写真３）。

その結果、6カ年の合計で標識

魚143尾、天然魚80尾の採捕デ

ータが得られました。

この結果をもとに、各地点にお

けるトラップによる濾過効率と調

査時の地点流量（魚道:流量約

0.3K/s、濾過効率100％、発電

用水路:流量25～30K/s、採捕効

率20～30％、主放流ゲート下流:

流量により変化）から、各地点に

おける全降下数を推定すると、表

1のようになります。推定降下数

の地点別の割合は図２に示すよう

に、発電用水路81％、主放流ゲ

ート下流18％、魚道0.7％となり、

発電用水路が全体の8割を占めて

いました。

主放流ゲート下流部は、河川流量

により変化が大きいため、推定数に

もばらつきが見られますが、流量の

安定している魚道と発電用水路を比

較すると、発電用水路では、魚道の

約100倍もの数のスモルトが降下し

ていると推定されました。

一方、標識魚の推定降下数につ

いてみると、1,275～7,383尾の範

囲にあり、放流数の1万尾に対し、

13～74％にとどまりました。これ

は、調査がスモルトの降下時期に1

週間に1度、計5回実施した結果か

らの推定であり、調査期間外の降

下も多少存在するかも知れません。

しかし、8月に実施しているダム湖

内の刺網調査では、スモルトの残

留は確認されず、また湖沼型のサ

クラマスも6年間で1尾しか確認さ

れていないことから考えると、ス

モルトの降下はおおむね順調に行

われていると判断されます。

一般にダム湖や天然の湖にスモ

ルトが降下した場合、その大きな

止水域を海の代わりとして利用

し、湖沼型のサクラマスとなる例

が知られています。しかし、二風

谷ダムの場合は、回転率が110.9

（平成13年度実績）と高く、いわ

ゆる流れダムという特性があり、

これがスモルトの降下に役立って

いると考えられます。

二風谷ダムは、湛水を開始して7

年が経過していますが、これまで調

査結果から判断すると、サクラマス

の移動は、比較的順調に行われてい

ると思われます。しかしながら、長

大きな影響を及ぼすと考えられる

選別、馴致などの前処理を行わず

に輸送、放流したことを考え合わ

せると、決して低い値ではないと

考えられます。この結果から、発

電用水路を降下したスモルトも、

おおむね順調に海域に達していた

と推測されます。

海域での再捕地点は、図３に示

すように、年毎に採捕数にばらつ

きはあるものの、類似した傾向を

示しており、放流後5～8月がえ

りも岬周辺、9～12月がオホーツ

ク海から道東沿岸にかけての海

域、翌年1～4月が津軽海峡周辺

の青森県下北半島沿岸と恵山岬周

辺および胆振沿岸で多い傾向がみ

られました。このほか、二風谷ダ

ム直下では、平成14年までに標

識サクラマス親魚4尾が再捕確認

されています（写真４）。これら

の結果から、標識魚がダムを降下

し、海域で成長した後、再び沙流

川に回帰したことが証明されまし

た。

しかしながら、再捕報告の大部

分は、関係機関や漁業者の方々の

ご協力によるものであり、今後も

みなさまのご協力が不可欠となり

ます。また、この放流調査は、平

成15年度についても継続予定で

あります。そのため、『SK』の文

字が入った黄色リボンのついたサ

クラマスを発見された場合は、当

公社または関係機関までご一報く

ださいますよう、よろしくお願い

いたします。

(調査設計第二部　沼田 慎司)

二風谷ダムにおけるスモルトの

降下が順調であることは、前述し

た通りですが、発電用水路を降下

したスモルトは、無事に海域へた

どりついたのでしょうか？

この点に関しては、以前にも紹

介しましたが、水産庁さけ･ます

資源管理センター、道立水産孵化

場、水産試験場、指導所、漁業組

合および漁業に従事する方々、遊

魚者の御協力により、標識魚の再

捕報告をいただいており、その数

は、これまで6年間の合計で、約

160件に達しました。年平均の再

捕率では0.25％となります。こ

の再捕率は、放流後の歩留まりに

写真３　調査地点

表１　経路別推定降下数

図２　推定降下数の経路別の割合

主放流�
ゲート�
18％�

魚道�
0.7％�

発電用水路�
81％�

写真４　二風谷ダム下流で採捕され
た標識サクラマス

図３　標識サクラマスの再捕状況

標識部位
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大成町水産種苗育成センター訪問
大成町水産種苗育成センターは

温泉熱を利用したアワビの種苗生

産施設で、昭和49年に着工、50

年に運用を開始、昭和51年から

種苗の出荷を行っています。

運営は町が行っており、町職員

3人と臨時職員6人の管理体制で、

施設の屋内には7.5t型FRP水槽

が18基、屋外には5t型107基が

設置されています。

開設当初は20㎜種苗100万個

の生産規模でしたが、近年は大型

種苗の需要が多く、40㎜種苗を

中心に30㎜以上70万個の生産能

力となっています。

受精後、ふ化した幼生をふ化水

槽から幼生育成水槽に移す際に、

同センターでは昨年から自動分離

法を取り入れました。

これは、恒温室で通水により浮

上してきた幼生を分離する方法

で、従来の手作業では60％程度

の幼生確保率がこの方法により、

90％と効率良く幼生が確保でき

るようになりました。

幼生飼育は4日間行い、波板に

採苗します。採苗後は屋内の初期

稚貝育成室で約100日間、アワビ

モや珪藻で飼育し、6月中旬に剥

離選別を行い、カゴ飼育へと移行

します。この時点で種苗は9㎜前

後に成長しています。

カゴ飼育では、市販の配合餌料

を与えています。10月末には25

㎜ほどに成長し、選別して密度調

整を行います。

出荷は5月中旬から開始され、

14カ月間で種苗は、30～40㎜に

成長しています。

ます。

センターの開設当初から20年

以上アワビの種苗生産に携わって

きた辻雄一場長は「１年で少しで

も大きい種苗をつくろうと採卵時

期を早めたり、人工飼料の開発や

海水量、収容密度のバランスなど

試行錯誤を繰り返してきました。

アワビは月3㎜の成長が一般的な

基準ですが、うちは月4㎜成長さ

せています。生き物は正直なので

ごまかしが効かないかわりに、手

をかけてやれば期待に応えてくれ

ます」と話します。

温度調節に温泉熱を利用して

おり、毎分450R54℃の温泉で

毎時120tの海水を6～7℃昇温

することができ、冬場でも屋内

水槽の海水温は10℃に保たれて

います。また、夏場の高水温対

策には伏流水を利用しており、

毎分400R11℃の地下水で毎時

120tの海水を2℃弱下げることが

できます。

出荷を待つ大型種苗

鹿部事業所でのキタムラサキウ

ニ種苗の生産は、平成10年の秋

採苗から始め、平成11年春、試

験的に静内漁協と三石漁協に種苗

を供給しました。

平成13年から本格的な出荷と

なり、両漁協へ50万個ずつ供給

しました。平成14年には仙法志

漁協への出荷が加わり、112万個

を供給しました。

今回出荷した115万個は昨年の

8月21日に採苗されたものです。

親ウニは6月に静内から持ってき

たもので2ヵ月間の養成で採卵し

ました。

改良型の方が幼生の生残率が高い

ことが分かりました。9月の採苗

では5基を使い、すべて改良型で

行いました。

今年は、全面的に改良型幼生飼

育手法で行う予定で、幼生飼育水

槽10基を使い、1回の採苗で必要

数を確保できる見込みです。

昨年残った親ウニを現在も飼育

中で、将来的に早期採卵ができる

よう、小規模ですが、親ウニの養

成試験を行っています。早期採卵

が可能となれば、それだけ種苗も

大きいものをつくることができま

す。まだ、着手したばかりですが、

少しずつ飼育数を増やし、できれ

ば産地別に養成していきたいと考

えています。

年からサイズを分けずに無選別で

出荷することにしました。

キタムラサキウニは小さい時は

エゾバフンウニよりもトゲが長

く、少しの衝撃で折れてしまうこ

とから、先方漁協と話し合い、昨

温泉と伏流水で温度調節

3月採苗、翌5月に出荷

中間育成施設として
同センターでの採苗は今年が最

後です。

来年からは施設の再編で中間育

成施設に移行します。当公社の熊

石事業所と役割分担して種苗生産

コストを削減し、種苗単価を引き

下げるためです。

来年以降は20～30㎜種苗を中

間育成して、35～50㎜サイズの

種苗を生産していきます。

8月の採苗では、幼生飼育水槽

を10基使い、そのうち2基をエゾ

バフンウニで導入している改良型

幼生飼育手法（本紙NO.345、

353参照）にして比較してみまし

た。その結果、キタムラサキウニ

についてもエゾバフンウニ同様、

また、輸送方法もエゾバフンウ

ニと同じ方法では損傷してしまう

ため、早くからキタムラサキウニ

の種苗生産を行っている岩手県種

市事業所の方法を参考にして、昨

年から濡れたサラシに包んで運ぶ

ことにしました。

平成11年春に試験放流した群

（本紙NO.334参照）が今年の12

月、漁獲対象となります。公社産

の種苗がいい形で水揚げに結びつ

き、放流効果が現れてくれること

を願っています。改良型幼生飼育手法で

親貝は160～200個ほどを系代

で6世代まで飼育しています。親

に仕立てるのは、２年目60㎜以

上のもので、11月からほぼ90日

間養成して成熟させ、3月上旬に

採卵を行います。

また、養殖用に40㎜種苗の一

部を50㎜以上にして出荷してい

辻雄一場長
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